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２．実施期間
開始： 2021年6月
終了： 2026年3月

３．実施内容・目標（最終）
Ⅰ．AIによる異常検出法の開発，Ⅱ．実証試験，Ⅲ．汎用化を通じて以下を達成する。

(a) 過去の生産記録，トラブル記録，貯留層データのDB化
(b) 蒸気生産量異常検出，原因推定AIの開発，坑井データ監視・記録システムとの接続
(c) 蒸気生産量増大，および坑井管理にかかる業務もしくは維持管理コストの削減
(d) マニュアル化，コードの整備，PRコンテンツの作成

１．背景・目的
適切な貯留層管理により持続的な地熱発電が可能であることが実証されているが，国内の多くの
地熱発電所では，「蒸気生産量が不安定な坑井への対応」が操業上の課題となっている。本事業
では，生産異常の早期検知と原因および対策を提示可能なAIシステムを開発し，安定生産と管理
コスト低減を実現可能にする。

４．成果・進捗概要 
(a)過去の生産記録，トラブル記録，貯留層データをDB化し，AIで利用可能にした
(b)蒸気生産量異常検出，原因推定支援AI等を開発・機能向上した上で，AIに実装し実証試験を

実施した
(c)AIの汎用化、マニュアル化を行った

















研究成果（停止判断支援機能）
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研究成果（微小地震の統計モデル化）
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独立した地震数ある時間帯の
地震発生数

ETAS: Epidemic Type Aftershock Sequence model (Ogata 1988)
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余震の生産性

地震活動の減衰

自然地震の数

経過時間

規
模

流体活動等に関連する独立した地震

地下流体開発時の地震発生時系列



研究成果（AIのハードウェア構成図）
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研究成果（AIの画面例，全坑井一覧）
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研究成果（AIの画面例，坑井別表示）
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研究成果（AIの画面例，坑井間干渉検出）
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まとめ（全期間の成果）
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【Ⅰ．AIによる異常検出法の開発 (a)基礎データ収集】
＊ 過去から現在までの生産記録，トラブル記録等をAIサーバに登録可能なデータベース形式に
変換しAIへ導入

【Ⅰ．AIによる異常検出法の開発 (b)AIの開発】
＊ノイズ等不要情報除去ソフトウェア，および特異スペクトル法による異常検知機能を開発し，
シミュレーションでは急上昇・急降下等の異常についてF1値0.7以上での異常検出を達成。

＊相関関数による坑井間干渉検出AIを開発。シミュレーションでは干渉をほぼ100%検出可能。
＊ Prophetによる将来予測AIを開発。シミュレーションでは約88％のデータが80％信頼区間内
に予測

＊ 蒸気生産量の１階／２階微分値をもとにしたスケール付着検出AIを開発。オペレータの判断
とほぼ合致する原因推定を実現

＊ 蒸気生産量減衰時の停止判断支援AIを開発。最大10%以上の長期積算生産量増大が可能。
＊ 地震統計学データと注水・生産データとの関連性があることを示唆するデータを取得

【Ⅱ．実証試験】
＊ 奥会津地熱㈱蒸気生産監視システムを用いて，約2年半AIを運用。自動メインテナンス機能
組込み等により安定した運用を実現

【Ⅲ．汎用化】
＊ 原理，アルゴリズム，汎用ソフトを用いたソースコード等を作成，受託者以外の蒸気生産事
業者・地熱発電事業者への提供可能




